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【はじめに】  

三波川変成帯は世界で最も研究されてい

る広域変成帯のひとつであり、関東山地か

ら九州佐賀関半島まで、東西約 800 km にわ

たりほぼ連続して分布している。中部地方

南部においては、三波川変成帯は愛知県新

城市から静岡県浜松市にかけて露出し阿多

古川断層を境に北東部（天竜川地域）と南

西部（渋川地域）に分けられている（後藤, 

1996）。天竜川地域では Tagiri et al. (2000)の

石墨化度の詳細な検討をはじめとした研究

がなされており、緑泥石帯、ざくろ石帯及

び黒雲母帯に分帯されている（牧本ほか, 

2004）。一方で本研究の対象である渋川地域

では結晶片岩中からひすい輝石、ローソン

石、藍閃石（Na 角閃石）といった指標鉱物

が報告されており（関ほか, 1959; 磯貝, 

1977）、鉱物組み合わせからは緑泥石帯に相

当すると考えられる。しかしながら、本地

域の三波川結晶片岩類は近年の研究に乏し

く、数値的な変成温度圧力条件の検討は行

われていない。そこで、本研究では鉱物組

成分析に加え、炭質物ラマン温度計を用い

て変成条件の制約を試みた。 

 

【地質概要・鉱物記載】 

研究地域は関ほか（1959）、磯貝（1977）

によって各種指標鉱物が報告されている地

域を含む。岩相は塩基性片岩、泥質片岩を

主とし、部分的に砂質片岩、珪質片岩を挟

む。今回、一部の塩基性片岩と砂質片岩か

ら Na 角閃石を、珪質片岩からローソン石を

見出した。また、泥質片岩には炭質物ラマ

ン温度計を適用した。 

【分析結果・議論】 

Na 角閃石について電子線マイクロアナラ

イザ（EPMA）による鉱物主要元素組成分析

を行い、鉄の酸化状態を含めた化学組成の

評価を行ったところ、C 席の Fe2+/(Fe2++Mg)

値は 0.3～0.5 に収まる一方、Fe3+/(Fe3++Al)

値は 0.2～0.9 と広がりが見られた。この組

成差は BSE 像上で累帯構造として確認でき

る。また、炭質物ラマン温度計によって算

出された温度は 300～430℃程度で、北西部

に向かって上昇する傾向が見られた。 

今後は分析試料数を増やして調査範囲を

広げるとともに、変形段階の区別や石英の

結晶方位ファブリックなども検証すること

で、中部地方における三波川帯の変成履歴

の解明を目指す。
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